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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中欧各国内で周辺的位置にある農村小規模地域が当該国平均以上の経済
力を発揮できるのは何故かという問題の解明を目的とする。調査対象地域はドイツのエムスラント郡、オースト
リアのフォラールベルク州、スイスのシャフハウゼン州である。
　研究の結果、以下の諸要因が明らかとなった。上記３地域ではいずれも、複数の地元中小企業がニッチな商品
市場で高い世界シェアを持つ「隠れたチャンピオン」へと、経営戦略や商品開発の故に成長した。加えて、地方
政府による「自助のための支援」と地域内社会的ネットワークが有効に作用した。誘致企業も独自の意思決定・
Ｒ＆Ｄの機能を持つ場合がある。その背景に各国独自の連邦制がある。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study is to investigate the question, why some 
small-scale rural regions in a periphery within the middle European countries respectively have been
 able to attain a good economic performance above the respective national average. The objects of 
this study are Emsland in Germany, Vorarlberg in Austria and Schaffhausen in Switzerland.
  These regions could develop because of the following factors. Local SMEs have evolved to “Hidden 
Champions” in a world-wide niche market. This is attributable to their own unique management 
strategy and development of its own goods with its own process technology. Policies by the local 
government and local social networks have also functioned well for the evolution of the SMEs. There 
are also companies, capital of which is in hand of other companies outside of the region. But some 
of them have some management autonomy and R&D function. Federalism and its related social thought of
 subsidiarity contribute to the regional development.

研究分野：社会経済地理学
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１．研究開始当初の背景 
本研究開始当初、日本では「地方消滅」問
題を克服すべく「地方創生」の機運が高まっ
ていた。他方、連邦制を取る中欧諸国には、
各首都から遠隔地にある小規模農村地域で
ありながら当該国の平均を超える経済的パ
フォーマンスを発揮している場所があるこ
とに筆者は気づいていた。そうした地域の経
済活力の要因を明らかにするならば、現下の
日本における「地方」の問題を克服するため
の方策を考えるうえで有効ではないか、と発
想した。 
グローバリゼーションが進む現代では、大
都市の存在こそが地域の経済的発展につな
がるという考え方が有力である（Scott 2001）。
この通念が妥当しない地域における経済活
力の要因を明らかにするならば、地域経済の
発展に関するこれまでの理論と、これに由来
する政策的インプリケーションとに革新を
もたらすことが期待される。 
わが国の社会科学では、中央集権制を取る
日本の現状と対比するという意味でドイツ
の連邦制への関心が寄せられてきた。しかし、
連邦制と国内諸地域の経済的豊かさとの関
係を問い直す研究は、我が国のみならず英語
圏やドイツ語圏にも管見の限りでない。しか
も、連邦制に多様性があるという認識も薄い。 
首都から遠隔地にある小規模農村地域が
いかにして現在の経済的豊かさを築いたの
か、その際に連邦制がどのような役割を果た
したのかを研究することは、国際的にみても
未開拓の課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、連邦制という政治行政制
度と人口小規模農村地域の経済発展との関
係を明らかにしようとするものである。研究
対象地域は、ドイツのエムスラント郡（人口
約 32 万人）、オーストリアのフォラールベル
ク州（人口約 38 万人）、スイスのシャフハウ
ゼン州（人口約 8万人）である。いずれも首
都から遠隔地にあり、地域内最大都市でも人
口 5万人台以下であり、しかも地域内での都
市数が５以下であり、広い農村部を抱えると
いう点で共通する。ただし、シャフハウゼン
はスイスの経済的な首都とも言えるチュー
リヒから特急列車で約 1 時間の距離であり、
周辺的地域というほどではない。 
上の３地域の長期にわたる経済地理的変
動を研究し、各地域がどのようにして現在の
経済的豊かさを築いたかを解明し、３地域の
共通点と独自性とを明らかにすることが本
研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
この研究のために取った方法は、第１に調
査対象地域に存在する文書館や公共図書館
での文献探索と重要文献の解読である。第２
に、各地域の経済振興に携わる実務家、事情
を良く知る研究者、各地域に立地しかつ世界

的に活躍している企業経営者へのインタビ
ューである。 
 
４．研究成果 
（１）３地域の経済略史 
上記３地域の経済発展に関する研究文献
（Danielzyk und Wiegandt 1999; Franke et 
al. 2002; Feurstein 2009; Historischer 
Verein des Kantons Schaffhausen 2001; 
Pichler 2015)の読解によって、各地域の1990
年頃までに至る経済変動は次のように要約
できる。 
①エムスラントはドイツ北西部に位置し、
オランダと国境を接する。1950 年代まで「ド
イツの貧民収容所」と称されるほどに貧しい
地域だった。その理由は、かつて氷河に覆わ
れていたため、湿地帯と泥炭層からなる荒蕪
地が大半を占めて農業も振るわず、人口希薄
だったからである。 
しかし、1950 年のドイツ連邦議会の決定を
受けて、1951 年に設立されたエムスラント有
限会社という民間企業形態をとる公共企業
が，連邦及び州政府，そして地元の諸郡によ
る公共投資を受けて農地整備を進展させた。
その結果，1970 年代後半には混合農業地域と
して国内の他農業地域に比べて遜色ない経
済水準に達した。 
エムスラントは人口希薄であるがゆえに、
原子力発電所、軍事演習場、自動車走行試験
場、リニアモーター鉄道試験場など、迷惑施
設として嫌われがちな大規模施設を受け入
れてきた。しかし、これらが雇用増加に大き
く寄与したわけではない。 
②フォラールベルクはオーストリア最西
端に位置してボーデン湖に面し、スイスやド
イツのバイエルン州と国境を接し、ドイツの
シュヴァーベン地方とも至近距離にある。そ
れに比べてオーストリア内他州との交通ア
クセシビリティは、ティロール州との境にな
るアルルベルクという山岳地帯の故に 19 世
紀末に至るまで極めて悪かった。 
つまり政治的にはオーストリアの枠組み
の中にあったが、社会的経済的にはスイスや
ドイツとの関係がもともと強かった。その状
況の中で、19世紀半ばころまでシュヴァーベ
ンキンダーと呼ばれる少年少女の農業出稼
ぎ労働者を、シュヴァーベン地方に送り出さ
ざるを得ないほど貧しい地域だった。 
しかし、スイスの影響を受けて 19 世紀後
半にオーストリア内で最も早く工業化し、繊
維衣服産業地域として 1980 年代初めまで同
国内で比較的高い経済水準を維持していた。
この産業は、グローバリゼーションの故に衰
退したが、それに代わって金属加工・機械・
電機工業などが成長し、21世紀に入るころに
はＥＵ内で最も豊かな地域の一つに数え入
れられるようになった。 
③シャフハウゼンはスイス北東部に位置
し、ドイツのバーデン・ヴュルテンベルク州
と国境を接し、ボーデン湖から流れ出るライ



ン川がこの地域南部を貫流する。同名の首都
はチューリヒとシュトゥットガルトとを結
ぶ交通路の要衝であり、それゆえ周辺的地域
とは言えない。とはいえ 19 世紀半ばころま
で，シャフハウゼンはチューリヒ，バーゼル，
ザンクトガレンなどの有力諸都市や州だけ
でなく，東南に隣接するトゥールガウ州と比
べても経済力の劣る地域だった。 
シャフハウゼンの工業化が本格化するの
は，1857 年のヴィンタトゥーアへの鉄道開通，
1866 年のライン川モーザダム建設による水
力活用を契機とする。それ以降、繊維工業と
時計工業が盛んになった。のみならず、地元
企業家の活動によってスイスきっての鉄
鋼・機械工業部門での大企業 Georg Fischer 
AG（GF AG）と武器・鉄道車両製造企業 SIG
が 20 世紀初めまでに育った。その結果、経
済水準もスイス内で比較的高くなった。 
しかし、鉄鋼・機械工業が構造不況に陥り、
上記大企業の経営も 1970 年代から 80年代に
かけて危機に瀕し、これによってシャフハウ
ゼン経済もスイスの水準を下回るようにな
ったが、1990 年代半ば頃から経済力を回復し、
21 世紀にはいると同国平均を上回る経済的
パフォーマンスを発揮している。 
上記３地域は、地理的に見れば各国の中で
の周辺的位置にありながら、経済的にはもは
や周辺ではなくなっていることが明らかで
ある。 
 
（２）グローバリゼーション下での経済成長
を担った企業とその存在・成長に関する要因 
筆者による、各現地での文書館及び図書館
収蔵資料の読解や、各地域の政治的経済的動
向に詳しい識者、企業支援機関、企業経営者
などからの聞き取りにより、以下のことが明
らかとなった。 
①エムスラントでは、第 2次世界大戦以前
から地元に存在していた製造業中小企業が、
1970～80 年代から成長し、グローバリゼーシ
ョンが顕著となった 1990 年代以降に「隠れ
たチャンピオン」と称されるほどの世界的大
企業に成長したことが重要である。その代表
は豪華クルーズ船建造のマイヤー造船所と
農業機械・トレーラー製造のクローネ・グル
ープ企業である。これらはもともと地域内需
要に応える企業だった。そのいずれに対して
も、エムスラント域内に複数のサプライヤー
中小企業が成長しており、地域経済の発展に
貢献している。 
のみならず、上記両社とは無関係にニッチ
な分野で大きなシェアを占める中小企業が
順次育ってきている。例えばプール製造のリ
ヴィエラプール社、警察や消防車両の警報器
製造のヘンシュ社などである。また、パイプ
ラインのメンテナンスを業務とするローゼ
ン社の世界シェアは圧倒的に高い。その存在
は地元以外では知られておらず、すでに有名
企業となったマイヤー造船所やクローネ社
と異なり、まさしく「隠れたチャンピオン」

である。 
バイオマス発電所を併設する農家が急増
する一方で、平坦な地形であることを生かし
てサイクリング客が多く訪れるツーリズム
開発も順調に進んできた。農村地域でありな
がら、地元資本によるホテルやレストランの
水準も高い。つまり、エムスラントは決して
マイヤー造船所やクローネ社などの企業城
下町が少数あるという地域ではなく、むしろ
全体としてバランスの取れた産業構造をな
す経済地域に変貌している。その背景にはヘ
ルマン・ベーリング（Hermann Bröring）の
リーダーシップがある。彼は郡役所事務総長
に 1991 年に就任して行政部門のトップとな
り、後に政治家としての郡長にも選ばれて
2011 年まで務めた。政治行政上のリーダーの
みならず、カトリック団体を中心とする住民
の社会的ネットワークが有効に機能してい
ることも見逃せない。エムスラント郡は面積
2882km2と、佐賀県よりも大きく鳥取県よりも
小さいが、域内での企業家やその従業員など
は相互に知り合いであるということが稀で
はない。 
②フォラールベルクでも、地域内需要に対
応する業務に従事していた中小零細企業の
中から、ニッチな事業分野で世界的な「隠れ
たチャンピオン」企業に成長した企業が複数
存在する。その代表はキッチン用家具のため
の蝶番の開発生産を行うブルーム社、スキー
リフトやケーブルカーを開発生産するドッ
ペルマイヤー社, 洗剤・化粧水・飲料水など
のためのプラスチック容器を開発生産する
ALPLA 社などである。 
ブルーム社はもともと馬蹄を生産する村
の鍛冶屋だった。これはフォラールベルクや
その近くに立地していた家具企業に対して
金具を生産するようになったが、金具生産の
特許を偶然あるスイス企業から取得し、これ
を用いて取引先を拡大し、世界最大の家具生
産小売企業ともいえる IKEA を取引先として
確保し、フォラールベルク州最大の雇用数約
5100 人を誇る大企業へと成長した。 
ドッペルマイヤー社は、第 2次世界大戦以
前に地元の繊維企業が必要とする多層階工
場のためのエレベータを、スイスの著名なエ
レベータメーカーの技術を導入して生産供
給していたが、戦後、地元スキー場のために
簡単なリフトを開発生産し、そこから漸次、
より高機能のスキーリフトを開発してオー
ストリアだけでなく例えば北米のスキー場
を主要顧客とする企業へと発展した。リフト
よりもさらに高度な機械であるケーブルカ
ーも開発生産するようになり、世界のトップ
メーカーへと躍進した。同社のケーブルカー
は、急峻な傾斜地が多い南米大都市での交通
にも活用されている。 
ALPLA 社は、スイスのザンクトガレン州内
の機械メーカーに越境通勤していたエンジ
ニアが、射出成形機とそのための金型を生産
し、居住する地元の芥子メーカーのためのプ



ラスチック容器を開発生産したのが始まり
である。その後、多様な形状、多様な素材か
らなるプラスチック容器の生産のために必
要な射出成形機や金型を自社開発するだけ
でなく、容器の納入先企業の工場近くで生産
納入するというビジネスモデルを開発し、欧
州で最重要のプラスチック容器生産企業へ
と発展した。 
上記３社のほかにも、1980 年代以降になる
と電子機械器具とそのためのソフトウェア
を開発生産するスタートアップが出現する
ようになった。バハマン社とオミクロン社で
ある。いずれも発電所や変電所、送電施設な
どの装置をコントロールするための電子器
具を開発生産しており、販売額に占める輸出
比率が 90%以上ときわめて高い。その本社工
場での従業員はいずれも多国籍から構成さ
れており、共通言語は英語である。創業者は
いずれも、バーデン・ヴュルテンベルク州に
本社がある電子器具メーカーのフォラール
ベルク子会社ヒルシュマン社にまず雇用さ
れ、そこから独立したという点で共通する。
ただし、両社は競合関係にない。産業として
は同じ分野であっても、具体的な商品はニッ
チなものだからである。 
ほかにも多様な産業分野で国際的に活躍
する製造企業が多数ある。その中には外国か
らの誘致企業も複数あり、なかでも土木建設
機械製造のリープヘア社は、同社グループ全
体の分権化された組織の中で、フォラールベ
ルク子会社が独自の研究開発機能を持ち、州
内で第３の従業者数（約 1700 名）を擁する
大企業となっている。同社グループの本社は
スイスにあるが、もともとドイツのバーデ
ン・ヴュルテンベルク州にあった。リープヘ
ア社も含めてフォラールベルクで活躍する
製造企業に共通するのは、二重システムでの
職業教育において実習生を多数雇用し、実習
期間が終わったのちに正規採用する比率が
高い、ということである。 
二重システムでの職業教育の充実に、州政
府の政策と各企業の協力、これらをつなぐ経
済会議所が大きな役割を果たしてきた。産業
政策と教育政策とが一体化して推進された
と言える。1960 年代から 2000 年代末にいた
るまでの州首相がわずか３名であり、いずれ
も州の産業力と生活水準の向上のために、経
済政策＝教育政策という方針を堅持し、リー
ダーシップを発揮した。 
フォラールベルクでも企業経営者間の社
会的ネットワークは濃密である。その面積は
2601km2であり、佐賀県よりも若干広いという
程度でしかないが交通インフラの整備によ
り、自家用車を用いれば州内で相互に最遠隔
地にある州都ブレーゲンツとアルルベルク
山麓の繊維工業都市ブルーデンツとを約 45
分程度で結ぶ。そのインフラ整備の上に立っ
て、濃密な社会的ネットワークが構築され機
能している。ちなみにブルーデンツは食品工
業も盛んであり、地元のビール醸造企業が州

内需用に、外国企業のチョコレート製造子会
社がドイツなどを主要市場として活動して
いる。しかも併設されている小博物館と直売
店がツーリストへのアトラクションとなっ
ている。 
ボーデン湖上でのブレーゲンツ野外オペ
ラ、アルプスやその前縁地ともいえるブレー
ゲンツァーヴァルト山地でのスキーとヴァ
ンデルング、シューベルティアーデと称され
る初夏の連続音楽会など、その自然景観を活
かしかつ工夫を加えたツーリズムアトラク
ションの故に、年間を通して観光客が多い。
住民1人当たりのツーリスト延べ宿泊者数は、
ティロールやザルツブルクに劣らない。 
③シャフハウゼンでは、構造不況に陥った
州経済を立て直すための戦略を策定すべく，
州内の中小企業団体のイニシャチブでプロ
ジェクトグループ WERS （ Wirtschafts- 
entwicklung Region Schaffhausen：シャフ
ハウゼン地域経済発展）が 1995 年夏に立ち
上げられた。これには州内に立地する相対的
大企業によって構成される工業企業団体が
最初から関与し，いくつかの経営者団体もそ
の活動を支援し，州政府も協力した。 
WERSの活動には約150人の民間人が積極的
に参加したが，そのなかで最も重要な役割を
果たしたのは，州内に立地するコンサルティ
ング企業の代表トーマス・ホーレンシュタイ
ン（Thomas Holenstein）である。約２年間
の活動を経て WERS は，州経済の再生のため
に州政府が重要な役割を果たすべきであり，
スイス内他州との競争に打ち勝つべく、「経
済振興法」の制定，振興基金の設定，地域内
外へのシャフハウゼンに関するマーケティ
ングを行うべき等という提言を 1997 年 10月
に取りまとめた。 
この提言を受けて策定された「経済振興
法」案がまず州議会を通過し，さらに州民投
票を経て制定され，経済振興政策が実行に移
された。その結果，例えば英語で授業を行う
インターナショナルスクールが開設され，こ
の効果もあって多国籍企業の欧州本部機能
を持つ事業所の新規立地が進んだ。世界最大
級の食品メーカーであるユニリーバ社の欧
州内マーケティング・ロジスティクスの本部
機能や、アメリカに本拠を置く多国籍農業機
械メーカーであり、欧州内ではドイツのマン
ハイムに主力生産拠点を置くジョン・デーレ
社の欧州本部機能等である。 
かつての軍需企業だったSIG社もその事業
分野を大きく転換し、現在では包装機械の開
発生産を主事業としている。GF 社も一時期の
危機を克服して、現在では鉄鋼製だけでなく
合成樹脂製のパイプ製造部門、鉄のみならず
アルミニウムやマグネシウムなどを素材と
する複雑な形状の自動車用鋳造部品、そして
精密金属部品等の開発生産を主要事業とし
ている。シャフハウゼンでの雇用数は約 2500
人に上り、依然としてこの州最大の企業とし
ての地位を保持している。 



この州の面積はわずか 298km2でしかなく、
熊本県山鹿市と大差ない。東京 23 区総面積
の半分弱に匹敵する州都シャフハウゼンと
ラインの滝で著名なノイハウゼンとは隣接
し、都市として景観的にほぼ一体とみなしう
る。この両都市の人口は合わせて約 4万 6千
人であり、州人口の過半数を占める。したが
って、社会的ネットワークもまた濃密である。
そうでなければ前述の WERS の活動も困難だ
ったはずである。 
 シャフハウゼン州には、前述の大企業だけ
でなく、医療機械企業、製薬企業、食品企業
などの工場や研究開発機能も立地しており、
小規模地域でありながらその産業構造はバ
ランスが取れている。ラインの滝と州都の中
世都市景観の故に、ツーリストは年間を通じ
て多い。ただし、飛び地となっているシュタ
イン・アム・ラインは、より中世都市的景観
を残しているものの、冬季のツーリストが多
いとは言えない。 
 
（３）３地域の共通点と相違点 
いずれにも、地元中小企業の中から世界市
場に商品を供給できる企業へと育ったもの
が複数ある。ただしそれには長期を要した。 
いずれの地方政府も他地域あるいは外国
からの企業誘致に熱心だった。特にシャフハ
ウゼンの場合、経済にできるだけ介入しない
というスイスの政治行政の特徴を覆して、む
しろ地元の中小企業団体等が州政府に対し
てイニシャチブを発揮することを求め、これ
を受けて経済振興政策がスイス独特の住民
投票を経て立法化されたことは、スイスの連
邦制とその政治文化という特徴を示すとい
う点で重要である。 
地域帰属意識を強く持つとともに、市場を
世界に求め、そのためのイノベーションを実
現する中小企業、あるいはこれが大企業化し
た企業が複数存在し、大企業化しても本拠を
他に移転しないという特徴も共通する。 
単に企業だけでなく、地域全体としての濃
密な社会的ネットワーク、インフラストラク
チャー整備、そしてそれらを踏まえた生活の
質の高さ、という点も３地域に共通する。 
本格的な高等教育研究機関が地域内にな
いが、それと連携しうる教育機関を整備して
いる。また、地域外の高等教育機関で学修し
た人材が地域に戻ってくるというプロセス
が、エムスラントとフォラールベルクに認め
られる。他方、移民を受け入れてきたという
伝統は３地域に共通する。その意味で外に対
して開かれた地域社会であることが、これま
での経済発展にとって大きな意義を持って
いたと言える。誘致企業といえども単なる分
工場では決してなく、二重システムでの職業
教育制度を通じて若者の職業資格獲得に大
きく貢献するとともに、研究開発機能や意思
決定機能を持つ場合があることも共通する。 
州政府の権限が最も強いスイス、それが弱
いオーストリア、その中間のドイツというよ

うに連邦制といっても多様性があるが、３地
域いずれも州という用語で日本人がイメー
ジする規模をはるかに下回り、エムスラント
に至っては郡でしかないが、各政府の権限と
住民や地元企業の発意をもとにした振興政
策が展開されてきた。フォラールベルク州は
中央集権的色彩が強い同国にあって、政治リ
ーダーが連邦制を実質化することに貢献し
てきた。他方、エムスラント郡の政治的リー
ダーは州政府や連邦政府の支援をうまく引
き出してきた。シャフハウゼンは、スイス建
国の歴史ゆえに他州との競争意識が強く、日
本の小規模地方自治体スケールでしかない
が、その自律性が極めて高い。 
エムスラントとフォラールベルクでは住
民の多数がカトリックであり、カトリックの
社 会 的 教 義 で あ る 補 完 性 原 理
（subsidiarity）の精神が強い。特に、後者
では「自助のための支援」が重視されている。 
 
（４）本研究の国内外での位置づけ 
産業集積の中でなければ中小企業の発展
はきわめて困難であるという論調が強い内
外の学問的動向に対して、本研究の成果から
そのように運命論的に受け取る必要はない
ことが明らかである。中小企業研究者の間で
は、地域の外にある需要を取り込む企業こそ
が重要であるという論調も強い。これに対し
て、本研究から、域内需要向けの事業から出
発した企業であっても、North (1955)の言う
移出ベースへと発展することができる、とい
うことが具体的に明らかとなった。 
North (1955)は移出ベースを重視し、これ
と域内向け産業との相互依存関係を強調す
るに留まった。これに対して Jacobs 
(1969;1984)は、域内向け生産企業が移出ベ
ースへと発展しうることを指摘した。その過
程において、既存の分業体系の一部への新し
い仕事の付け加えや「インプロビゼーショ
ン」（漸次的なイノベーション）が重要な役
割を果たし、もって「移入置換」が実現する
という彼女の知見が具体的に確認された。他
方において、誕生当初から移出商品を生産す
る企業も存在する。それゆえ、地域経済発展
に関する特定モデルに固執する必要がない
ことも明らかである。重要なことは、イノベ
ーティブな人材育成と獲得である。 
なお、本研究の成果はこれまで日本国内の
人文地理学関連の学会大会で報告しただけ
でしかないが、ドイツでは経済的な意味での
周辺的な農村地域に「隠れたチャンピオン」
企業の多いことが再注目され、その理由に関
する研究が盛んになりつつある。具体的には
ライプツィヒにある地誌学研究所（Leibniz 
Institut für Länderkunde Leipzig）がそれ
に取り組んでいる。また、ハノーファに拠点
を置く地域研究国土計画アカデミー
（ Akademie für Raumforschung und 
Landesplanung）には、地域の発展のために
果たす中小都市の役割を研究する作業グル



ープが昨年発足した。そうした人文地理研究
者たちとの交流を進めることによって、筆者
の研究についての国際的な評価を得ること
が可能と考えられる。ついでながら、筆者の
３年間の現地での調査研究は、特にフォラー
ルベルクとエムスラントで注目され、後掲の
筆者へのインタビュー記事が公表された。 
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